
　この度は皆様の貴重なお時間を頂き深く感謝申し上げ
ます。本日は皆様が日頃から気になっているのではない
かという我が国の問題について、弊社本社で作成したス
ライドを通じ視覚で皆様と一緒に確認させて頂きたいと
考えています。
　気になっていることは４点あります。①点目は経済的
地位の低下です。②点目は年金問題です。③点目は貿易
収支についてです。最後に④税制についてです。
　最初のスライドをご覧下さい。主要国のＧＤＰの内訳
です。国の経済成長は個人消費が握っていることがご理
解頂けると思います。国民がじゃんじゃんお金を使うか
否かが経済発展を担っています。中国は投資主導できま
したが、今後は個人消費に重点をおく方向になっており、
またその拡大余地は大きいと言えます。個人消費＝人口
×一人当たり消費です。つまり人口＝口の数が重要で
す。ではスライドで主要国の人口ピラミッドを見ていま
しょう。ピラミッドの面積（人口）と形（年齢構成）に
ご注目下さい。日本の厳しさが見て取れます。世界の人
口は増加し 100 億人に迫ります。特にシェアを伸ばす
のはアフリカ / インド / アジアです。また中国の経済成

長の勢いは凄まじく 2010 年ごろに日本と肩を並べたと
たん、現時点では約２倍の規模に拡大しました。将来ア
メリカを越えていくことが想定されます。世界の勢力変
化が起きています。次に年金問題についてです。スライ
ドは主要国の政府債務残高です。ご存知の通り日本の政
府債務残高の規模が突出して悪いことが分かります。政
府債務が膨らんだ原因を単年度の政府の家計簿から探っ
てみましょう。社会保障 / 国債費 / 地方交付金が歳出の
７割を占めています。中央政府が公共事業や防衛、文化・
科学振興（わずか 5.7％しかありません）に自由に使え
る予算は全体の３割しかありません。また歳入面から見
ても税収は約半分で半分は将来世代からの前借りです。
社会保障関係費は年々増大しています。社会保障費の中
心である年金制度は限界にきているといえます。その解
決策のひとつは自分年金を若い時から積み立てることで
す。それを支援する制度としてＮＩＳＡ制度が創設され
たのだと思います。もうひとつの年金問題の解決策とし
てのインフレ策です。スライドの赤線にあるように日本
はこの 20 年間デフレでした。デフレの時代は現預金が
王様で、借金を背負うと大変です。日本の借金王は国で
す。デフレは借金の多い政府にとって大変でした。そこ
で公的債務の実質価値の低減と年金の実質価値低減を狙
いとしたインフレ策がとられていると考えます。さて、
インフレは為替にとっても重要な意味を持ちます。ここ
から③点目の貿易収支に移ります。結論を申し上げると
デフレは円高に作用し、インフレは円安に作用します。
20 年来のデフレは円高に作用してきました。ここから
インフレに変化するのであれば円安傾向に転換の可能性
が高まります。スライドにある通り、日本の食糧 / エネ
ルギー自給率は極めて低い状況です。また原油は高騰し
ています。この状態で円安に方向転換となってくれば日
本にとって大きな問題です。日本の貿易赤字は４年連続
で赤字幅は拡大傾向にあります。これに今後円安が加わ
ると更に赤字幅の拡大に繋がります。
　最後に税制についてです。税制は国の意思が働きます。
法人減税と個人増税の方向性が明確になっています。法人
税の主な担い手である大企業は法人税の低い国に本社を移
す誘惑に駆られます。国家間の企業誘致を狙いとした法人
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本日の卓話者ご紹介

 入会記念卓話

本　日  8月  7日 会員数  59名 対象者  55名 出席者  43(40)名 出席率  74.14％
前々回  7月17日 会員数  58名 対象者  54名 出席者  40(38)名 出席率  71.43％ MUP  2名 計  42名 修正率  75.00％



税引き下げ合戦スタートです。その不足をどこでカバーす
るのかといえば海外に逃げ難い個人です。よって消費税 /
所得税そして相続税の増税となります。税理士と連携して
相続 / 事業承継対策を行うのが私達金融機関の中心業務の
ひつとになってきている所以です。正当な節税を自己防衛
として考える必要が高まっていると考えます。
　以上、本日は時間の関係で問題提起に留めましたが、
私見としての解決策は持っています。ご関心のある方は
別の機会で議論させて頂ければ幸いです。
　私共野村證券平塚支店は平塚に店を出させて頂いて約 50
年になります。東京本社のよそ者ならではの情報提供をこの
地域で行うことで平塚の街に貢献したいと思っております。
　今後とも何卒宜しくお願い申し上げます。

＜委員会報告＞
◦親睦委員会　委員長　小野　学会員

　8/22（金）花火見学家族例会について、会場へのシャ
トルバス運行のお知らせです。

　行きは、16:45・17:15　平塚駅北口降車場付近より
発車。帰りは随時です。ご利用下さい。

＜幹事報告＞
◎地区米山奨学セミナー＆カウンセラー会議開催のご案内
　日　時：8/29（金）14:00 ～ 17:00
　場　所：アイクロス湘南　７階（辻堂駅北口）
　講演者：・公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　　　　　　事務長　岩邉　俊久
　　　　　・米山奨学生、学友
◎地区職業奉仕セミナー開催のご案内
　１．日 　 　 時：9/14（日）13:30 ～ 16:00
　２．開 催 場 所：第一相澤ビル 6 Ｆ「会議室」
　３．出席対象者：各ロータリークラブ職業奉仕委員長

及び委員２名
　４．講　演　者：第一部　脇　洋一郎　
　　　　　　　　　地区研修委員会　委員（茅ヶ崎湘南ＲＣ）
        　　　　　　   「ロータリーの目的について」

　　　　　　　　　第二部　ディスカッション
　　　　　　　　　（司会進行：職業奉仕委員長）
　　　　　　　　　「職業奉仕を正しく理解するために」

　５．出席予定者：
　　ガバナーエレクト／ガバナーノミニー／ガバナー補佐

／地区研修委員会／
　　地区職業奉仕委員会／各クラブの職業奉仕委員長お

よび委員またはその役職に相当する方々
◎「職業奉仕月間」　卓話者派遣について
　❶卓話者の派遣を希望されるＲＣ
　❷卓話者の派遣に代えて、10 月～ 3月の間で、「職業

奉仕について」をテーマに懇談する炉辺会議を希望
するＲＣ

　　クラブの参加者はクラブが決定。地区職業奉仕委員
会より（２～３名）。

　　出席者数、プラス２～３名用の会場を別途、クラブ
で決定。会費は各自が自己負担。

　＊クラブから 11/6（木）に派遣希望を提出しました。

◎合同会議、台湾 IA ウェルカムパーティーのご案内
8 月 21 日～ 25 日の間、第 3480 地区（台湾、台北）
から、インターアクトの学生、委員会の方が来日致し
ます。8 月の合同会議は、8 月 9 日を予定しておりま
したが、第 3480 地区との合同会議、ウェルカムパー
ティーに振替えとなります。

　日　時：8/22（金）16:00 ～ 17:00　合同会議
　　　　　　　　　 17:00 ～ 19:00　ウェルカムパーティー
　場　所：鎌倉プリンスホテル
                   （江ノ電七里ヶ浜駅から徒歩約 8 分）
　会　費：6,000 円
　＊豊川委員長が出席します。
◎第 37 回『平塚市展』は 7/13 をもちまして２週間の
会期を無事終了した旨お礼状を頂きました。

　クラブからの協賛金は、入賞者の副賞記念品とさせて
いただきましたとのことです。
◎第 16回『ひらつか信友会』講演会のご案内
　日　時：10/23（木）　14:00（開場）／15:00（開演）
　会　場：平塚市中央公民館
　講　師：山崎直子氏（宇宙飛行士）
　テーマ：『宇宙、人、夢をつなぐ』
　＊お申込み締切・・・9/19（金）まで
◎事務局お休みをいただきます。
　期　間：8/12（火）～ 15（金）　
　緊急連絡先：白石幹事（または鳥海会長）へ、お手数

ですがよろしくお願い致します。

＜メークアップ＞　　　　　　２名
　　　　　　　　　　　　　　馬上　晋・柏手　茂会員

＜本日のスマイル＞　　　　２２名

＜ゲスト・ビジター＞　　　０名

＜卓話・行事予定＞
　９月　４日（木）　公益社団法人平塚青年会議所
　　　　　　　　　　　理事長　宝蔵寺　賢様
　　　　　　　　       　　 「JC の活動とまちづくり」
　　　１１日（木）　クラブフォーラム・新世代委員会
　　　　　　　　　　　神奈川県平塚保健福祉事務所
　　　　　　　　　　　　環境衛生課　川野辺　雅俊様
 　　　　　　　　　　　　「薬物乱用防止について」
　　　１８日（木）　ガバナー補佐訪問　加藤　勇様

（平塚北 RC）
　　　２５日（木）　クラブフォーラム・IT 委員会
　　　　　　　　　　　㈱ヨネザワジーケィ
　　　　　　　　　　　　WEB ／デザイン担当
　　　　　　　　　　　　　　　スギモト　ケン様
１０月　２日（木）　ガバナー公式訪問　渡辺治夫

（横須賀 RC）

＜市内例会変更＞　　　　　現在ございません。
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クラブ会報委員会　　◎日坂泰之　　○中村　豊　　杉山幹生　　西村裕子　　鈴木條一　　粟野　裕


